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れ て い る 食1∫月黄 色 4 号 　（1−p・Su1fophenyl・azo −1＿p−

sulfophenyl −5−hydroxy −pyrazo工e−3・carbOxylic 　　acid

の Na 塩，以下 SPAP と略壽己） を説 色 す る性能 を も

つ 細菌類 を凋 査 し，そ の 脱色が 黄色 1号の 赤変 と同 じ

く還 元に よつ て起 る こ と ， お よび その 還元生戊物 を確

認 しよ うと した．

　方法 　　1 ％ の ペ プ ト ン 水培地 に 大根片 を入 れ た

り， あ る い は 入 れ な い で分離菌株や 既知菌種 を接種 し

て 脱色性能 を検し ，
SPAP の 水溶液に 10％ ハ イ ドロ

サ ル フ ァ イ ト液 を加温 しな い で滴下 し， 完全に 脱色す

る まで 加 え た 還 元液 ， わ よぴ Su量fanilic　 acid の 純

品，な らび に 代表分離菌株を培 養 した 脱 色 培地 を 東洋

濾紙 NQ ．50の原点 に つ け，3種の 展開 溶媒 を使用 して

展開 し，紫外線下 で 鑑別 ， あ る い は 津 田試薬お よび エ

ール リ ッ ヒ 試薬で 発色 させ て，そ の Rf 値を 測 定 し

た．

　緒 果 　　 童．脱色 性能 を もつ 分離菌株は 1r黜 吻 砌 nas

aeraginasa 〔N　7〕 株，　 tYanthoinonas 功．〔T 　19〕 株，

llaciltus　circutans 〔T 　29B〕株，＆ eiUus 　sp．〔N42B〕誅

の ほか 7 凶侏 ， 既知 崎極 で は　BiciUas　 cereas
，
　 var ・

mJcoidcs ，　 Pscudomonas【FO ．　 No．3080，　Serratia　ma ・rce−

scens ほ か 数 種が あ り，菌 株 に よつ て 脱色 と同時に 培

地 を 褐変す る もの が あつ た．

　 2 ．P．P．C に ょ り，　 SPAP は 細 菌 に よ つ て その ア ゾ

結合部て還 元分解 され，SulfanMc　acid と 1・P・sulfop ・

henyl・3・darboxy・4・arnino −5−hydroxypyrazoreとの 2

種 の ア ミ ン が 生戊 され 脱 色 が 起 る こ とが 明 らか とな つ

た．

43．食品の ガス 殺菌 に関する研究

　　 （第 2 報）供試薬剤の ガ ス 状態に おける殺菌特

　　　　　　 性に つ いて

阪大鹸 酵　芝 崎　　勲 ， 照井　堯造

　目的　 著者は 桓 々 の ガ ス 殺菌用薬剤 の 殺菌作用特

性 を把握 し，その 有効な る 適用法 を確立 す る 日的を も

つ て，まずこれ ら薬剤 の 水溶液中で の 殺菌作用特性 に

つ い て 検討 し，その 概要は 日農化大会 （昭 36，4，2）

に お い て 報告 した．本報に お い て は こ れ ら薬剤の ガ ス

状態 に お け る殺菌特性に つ い て検討 した 結果 を示 す．

　方法　　殺菌試験 は 一
定湿度 に 調

’
雌 した 密閉 ガ ラ ス

容器 を用 い，殺菌作用は 常法 に よ る 生菌数測定 に よ り

検討 した．供試菌極 と して は 主 と して B・szthtitis の胞

子を用 い た が ， こ の 他 2
，

3 の 無胞子細繭をも供試 し

た ．供試薬剤 と して は プ ロ ピ レ ン オ キ サ イ ド 〔PO ），

エ チ レ ン オ キ サ イ ド　（EO ），　フ
ォ

ル マ リン （F ），β
一

プ ロ ピオ ラ ク トン （PL） を 用 い た．

　結 果　　各薬剤 に つ い て 諸種の 条件下に お け る殺菌

経過を検討 した結果，供試薬剤の 殺菌力は 水溶液中で

の 結果 と平行的 で あ り，ま た 殺菌速 度恒数
一

供用濃度

閃係よ り算 出 した 殺菌濃度指数も水溶液申 で得 た 値 と

大差な い こ とが 認め られ た．そ の 他殺菌作用 に 及 ぼ す

温度等の 影響に つ い て も検討 し，さ らに ガ ス 状態 で の

殺菌作用 に 対 して は 作用環境 の 水分が重要な 影響因子

で あ る こ とを 認 め た．

艦 ．細菌に よ る藍の 工 業的 還元 に 関す る研 究

　　 （第19報）還元酵素に つ い て

工 技 院 発 研

高原 　義 昌， 高崎　義幸 ， 田辺 　　脩

　目的　　演者等が 分離 使用 して お る 盛 還 元 細 菌

BaciUas　 atkaiiPhitUS の 生成す る還 元酵素 の
一

般性質お

よび阻害剤 に 対す る態度を 明らか に す る こ と．

　方法 　　盤 玉 培地 に 菌 を接種，30℃ で 48時間 培 養

し， 冷凍遠 沈 と燐酸緩衝 （pH 　ll．O） に よ る洗 滌 とを

繰 返 し たの ら， 同 液に 懸 濁 きせ た もの を 酵素液 として

使 用 し た．

　酵素活性 の 測定 に は 原則 と して 次 の 如 き反応系 で

45℃，60分作用 させ たの ら，酷酸 エ チ ル 10cc で 抽出

し，光 霞 比 色計 に よ つ て 測定 した 吸光度 を もつ て 表示

し た，

　又 阻 雷剤 の 作用 測定 に は 阻害剤 を同系に 添 加 し同 様

に して 1及光度を測 り， 無添加 の 場合 を 100 と して 残在

沽性率又は 恢復率と して表示した．

反応系

　Mf20 燐酸緩衝液 （pHll ．O）

　　　　酉瘰 液

　MflO グル コ
ース

　M1200 　TTC 液

5cclCClcclcc

　結果　　本困株の 生戊 す る 還元酵素 の 作用適 温 は

45 〜 50
．
C で，80C ，10分 の 熱 処 理 で 完全 に 失活す る．

作用 の 至適 pH は9．6で こ れよ り酸性側に お い て は 不

安定 で あ るが ， ア ル カ リ側 に お い て は 安定 で あ る．酵

素生成の 至適 pH は 作用至適 pH よ り高 く 11前後で

あ る．

　 こ の 酵素 は 重金属 イ オ ン お よ び SH 試薬 に よ つ て
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阻害され 又 キ レ ート試薬 と くに EDTA に よつ て 完 全

に 阻害され るが ，
Mg ”

の 添加 に よ り回復が み られ る

こ とか ら本 酵素の 活 性発現 に は Mg 軸

が 必要 で あ る

こ と等 を認 め た．

46。SchizePh“llum　commune の 培 養液 よ り

　　L．Malic 　acdd の 単離

　　 （リニノ：：r「酸醗 酵 V皿）

立命館大理 工 　立花　　精
45．細菌に よ る藍の 工 業的還 元に 関す る研究

　　 （第20報）藍還 元 機 構 につ い て

工 技 院 発 研

高原 　義昌 ， 高崎　義幸，田辺 　　脩

　目的　　藍 還 元 細菌 theiUas　athaliPhilUS の 生成す る

酵 素系 に よ つ て 基 質か ら色素に 至 る 迄 の 水素の 受渡径

路 に つ い て 検討 し， 藍還元機構を 解明す る こ と．

　方法　　前報と同様に して洗滌菌体を得， 石 英砂を

加 え て 磨砕 した の ち緩衝液を加 え て 冷凍遠沈 して 細胞

抽出液 を作 り酵素液 と した．

　基質効果 お よび 阻害試験 は原則 と して 次 の 如 き反応

系に よ り45℃ ，
10 〜 30分作用させ た の ち， 醋酸 エ チ ル

2cc で 抽出 し，比 色計 に よ つ て 吸光度 を測定 ， グル コ

ース また は 阻害剤無添 加 の もの を 100 と した 相対活性

に よ り表示 した．

反 応系

　 5x10 −2M

　 　 　 10−コM

　 　 　 10−： M

緩衝液

TTG 液

グ ル コ
ー

ス 液

酵素液

1．4CCO

．2ccO

．2ccO

．2cc

　又脱水素酵素の 助酵素 の 検討 に は ，前 記 酵素液の

pH を塩酸 に て 6．0 と した の ち Norite　 1％ を 加 え て

低 温，嫌気下 に 5 分間攪拌 し ア ル カ リ に て pH を も

とに もどし遠 沈 して 助酵素を 除 く，

　 これ に DPN 又 は TPN を 加 え ワ ール ブル グ検圧

計 に よ り常 法 に よ り検圧 し pt　 ICて 表示，

　 更に 中間伝達体の 検討に は 酵素液 に P一ア ミ ノ ・サ

ル チ ル 酸 を加えて FAD （又 は FMN ） を結合させ る

こ とに よ り FAD 又 は FMN の 効果 を 相対活 性度 に

よ つ て 判定 した．

　結果　　BaaUUS　 alhatiphilusの 酵素系に よ る藍還 元

機構 は 次の 如 く推定 され た ．

’
“
’V コ

｝
ス →

糖 韈 篝・鍛 ・
・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　＿FADH −、＿イ ン ジ ゴ

　　　　　　　　　　　　　 ・）／・一＋
還元型 イ ン ジ ゴ　　　　　　　　　 LFAD

　目的　　微生物の 有機酸代謝の 研究

　方法 　　SehiZCtlbhyltttm　 comsnttne 　FriSs　IFO 　 N 。．4928

を葡萄糖 を炭素源 と した CaCOu 添加合成培地 に 培 養

し，培 養液中に 有 機 酸 を生 成 せ し め た の ち Ca 塩 を分

離精製 して，有機酸 の 同定 を行 な う．

　結果 　　n 一ブ タ ノ ール ・ギ酸 ・水 （4 ： 1 ： 1）

の展 開剤 に よ る ペ ーパ ーク ロ マ トグ ラ フ で RfO ・5 を

示す有機酸が 当該菌の主 生 産物で あ り，そ の 単離精製

は比較的容易で あ つ た．こ の 有機酸 は Rf 値 ， 融点 ，

シ ン コ ニ ン 塩 ，元 素分析及 び 赤外 ス ペ ク トル 等 に よ り

MaLic 　acid で あ る こ とが 判明 した．又 Malic 　enzy 皿 e

ICよ る脱炭酸 や 旋光度 よ りL 型 で あ る こ とが 確 め られ

た．本実験条件 で は，培養液中に は L −Malic　 acid の

他僅少の Succinic　 acid と Oxalic　 acid が 認 め られ

るだ けで Citric　 acid は 認 め られ な か つ た ．

47．SchiloPhytlum　commune に よ る UMalic

　　 ac 坦 醗酵 （そ の 1）

（リン ゴ 酸醗 酵 孤 ）

立命館大理 工 　立 花 　　精 ， 塩 出　十 一

　 目的　　L −Malic 　 acid の 生成機構の 研究

　方法 　　静置培養 と振盪培養 の 2 培養法 の比較 ， 炭

素源 の 質 と量 の 検討 ， 窒素源の 比較及 び接種の 間 題 等

基本的培養条件の 吟味．

　 結 果 　　振蘯培養が静置培養 に 比 し対糖収率や醸酵

時閻の 点 で勝れ て い たの で 好 気的醗 酵 に 属す る こ とが

考 え られ た。葡萄糖 ， 麦芽糖 ， 澱粉， 糖蜜 は 何 れ も

L−Malic　 acid の 好収率 を与 え る が 乳糖 は 殆 ん ど利用

され な か つ た．糖濃度の 限界 は 15％附近で あつ た．窒

素源 と して 無 機態 の NH4NO
，，
　 NaNOa

， （N 璃 ）2

HPO
、， （NH 、），

SO
、 や NH

‘
Gl は 何れ も好 収率 を

与 え る が 有機態 の （NH ，＞2CO 特 に ペ プ ト ン は 著 し

く収率を 低下 させ た ．GaGOs は 不可欠で あ つ た ，よ

っ て 葡 萄 糖 5g
，
　 NH4NOu 　 O．lg

，
　 KH

，
PO40 ．lg，

MgSO40 ．059，　 KCI　 O．059，水 100ml に CaGO33 ％

加 え た もの を基本培地 と した．接種 は 麩培養物 を0．05

〜0・1％ 程度加 え， 28〜30℃ に 保温 ， 培養 6 日で 最高
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